利用規約

第1条（目的）
本利用規約（以下「本規約」という。）は、独立行政法人情報処理推進機構 産業サイバーセキュリティセンター 中核人材育成プログラム第9期生「セキュリティ担当者のための生成AIセキュリティ」プロジェクト（以下「本プロジェクト」という。）が公開する成果物の利用条件を定めるものである。
第2条（対象成果物）
本規約は、本プロジェクトが公開する以下の成果物（以下「本成果物」と総称する。）に適用される。
セキュリティ業務への生成AI活用可能性検証レポート ～生成AIはセキュリティ業務にどれだけ役立つのか～（以下「検証レポート」という。）
生成AIおよびAIエージェントを安全に活用するための手引書（以下「手引書」という。）
第3条（著作権および知的財産権）
本成果物に関する著作権およびその他すべての知的財産権は、本プロジェクトのメンバー全員に帰属する。
本成果物に含まれる第三者の著作物、商標等に関する権利は、それぞれの権利者に帰属する。
第4条（利用条件）
本成果物は、著作権法で認められている範囲で利用することができる。
本成果物を引用する場合は、出典を明記すること。
本成果物の内容を改変して二次利用する場合は、原著作物との関係を明示し、本プロジェクトの見解と異なる内容が含まれる旨を明記すること。
第5条（禁止事項）
本成果物の利用にあたり、以下の行為を禁止する。
本成果物の全部または一部を、自己の著作物として公表する行為
本成果物に記載された攻撃手法等の情報を、不正な目的で使用する行為
本成果物の内容を歪曲し、本プロジェクトの見解として流布する行為
第6条（免責事項）
本成果物は情報提供を目的として作成されたものであり、法的な助言を構成するものではない。
本成果物に記載の内容は、独立行政法人情報処理推進機構および産業サイバーセキュリティセンターの意見を代表するものではなく、本プロジェクトメンバーの見解に基づいている。
本成果物の内容は予告なしに変更される場合がある。
本成果物の利用により生じたいかなるトラブルや損害についても、本プロジェクトメンバーならびに監修者は一切の責任を負わない。
本成果物は、執筆時点で入手可能な情報に基づいて作成されており、最新の技術動向や法令等の変更により、記載内容が将来にわたって正確かつ完全であることを保証するものではない。
本成果物に誤りがないことの保証、商品性または特定目的への適合性の保証を含め、明示的または黙示的な保証は一切行わない。
公開後、独立行政法人情報処理推進機構の判断により掲載を取り下げる場合がある。
第7条（有効期限）
手引書の有効期限は、第1版の発行日から2年間とする。
検証レポートの有効期限は、第1版の発行日から1年間とする。
第8条（規約の変更）
本規約は、必要に応じて予告なく変更される場合がある。変更後の規約は、公開された時点で効力を生じるものとする。


2026年7月
独立行政法人情報処理推進機構 産業サイバーセキュリティセンター
中核人材育成プログラム第9期生
「セキュリティ担当者のための生成AIセキュリティ」プロジェクト
